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問い合わせ先　☎66-2111　健康福祉課 健康福祉ネットワーク

熱
中
症
に
注
意
し

　

夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う

　

梅
雨
を
終
え
る
と
、
徐
々
に
夏
の
兆
し

が
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。
町
内
で
も
毎
年

７
〜
８
月
に
か
け
て
熱
中
症
で
体
調
を
崩

す
人
が
出
て
い
ま
す
。

  

熱
中
症
と
は
？

　

高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、

徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
ず
、

体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
熱
中
症
と

言
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
屋
外
だ
け
で
な
く
、
屋
内

で
も
か
か
る
危
険
性
が
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

  

熱
中
症
の
症
状
と
対
応

　

熱
中
症
に
は
重
症
度
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
、

死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
予
防
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
熱
中
症
の
主
な
症
状

①
軽
度
の
症
状

　

手
足
の
し
び
れ
、
め
ま
い
や
立
ち
く
ら

▼熱中症予防、無料の風しん抗体検査については健康係へ　 ▼特別児童扶養手当については福祉係へ

ご存知ですか？ 特別児童扶養手当
該当する人は申請を

　20歳未満の子どもが身体または知的、精神に疾
患や障がいがあるとき、「特別児童扶養手当」が受
けられる場合があります。
■対象者　身体、知的、精神に、国が定める程度の
　障がいをもつ子どもの保護者
　※障害者手帳の有無は問いません。
■手当の額
　１級（重度障害児）＝月額49,900円
　２級（中度障害児）＝月額33,230円
　※子どもの障がいの程度によって、支給の区分が
　　異なります。
　※受給者の前年の所得が基準額を超えるときは手
　　当の支給が停止となる場合があります。
■手続きに必要なもの
　①特別児童扶養手当請求書
　②医師の診断書
　③戸籍謄本　④住民票謄本
　⑤申請者と同居の家族の所得
　　証明書
　⑥受給者名義の通帳　⑦印鑑
　※①と②は健康福祉課に用紙
　　があります。

み
、
気
分
が
悪
い
、
ぼ
ー
っ
と
す
る
。

②
中
度
の
症
状

　

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
体
が
だ
る
い
。

③
重
度
の
症
状

　

意
識
が
な
い
、
自
力
で
水
が
飲
め
な

い
、
体
の
け
い
れ
ん
、
真
っ
す
ぐ
に
歩

け
な
い
、
体
が
異
常
に
熱
い
。

■
症
状
に
合
わ
せ
た
対
応

①
軽
度
・
中
度
の
症
状
の
と
き

　

▼
涼
し
い
と
こ
ろ
で
一
休
み
す
る
。

　

▼
冷
た
い
水
分
と
塩
分
を
補
給
す
る
。

　

▼
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
冷
や
す
。

　
　

※
冷
や
す
ポ
イ
ン
ト･･･

首
回
り
、

　
　
　

脇
の
下
、
足
の
付
け
根

　

▼
そ
れ
で
も
良
く
な
ら
な
け
れ
ば
医

　
　

療
機
関
を
受
診
す
る
。

②
重
度
の
症
状
の
と
き

　

▼
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
病
院
に

　
　

搬
送
す
る
。

  

幼
児
や
高
齢
者
は
要
注
意

　

熱
中
症
患
者
の
約
半
数
は
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
は
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に
対
す
る

感
覚
が
鈍
く
な
り
、
体
か
ら
熱
を
逃
す
機

能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ

に
行
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
水
分
摂
取

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

幼
児
も
体
温
調
節
機
能
が
十
分
に
発
達

し
て
い
な
い
た
め
、
大
人
が
感
じ
る
暑
さ

よ
り
高
く
温
度
を
感
じ
て
い
ま
す
。

  

予
防
の
基
本
は
「
水
分
補
給
」
と

  「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」

①
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

　

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。
目
安
と
し
て
は
１

日
あ
た
り
１
・
２
㍑
の
水
分
補
給
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
に
は
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
で
の
水
分
・
塩
分
補
給
も
勧

め
ら
れ
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
糖
分

も
多
い
の
で
、
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

通
常
時
の
水
分
補

給
は
水
や
お
茶
、
麦

茶
な
ど
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

②
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

　

外
出
す
る
際
に
は
日
傘
や
帽
子
を
利
用

し
た
り
、
涼
し
い
服
装
を
す
る
な
ど
暑
さ

妊娠希望者とその配偶者に
無料で風しん抗体検査を実施

　県では、県内（盛岡市を除く）に居住する以下の
人を対象に、風しん抗体検査を無料で実施しています。
　妊婦が風しんにかかると、胎児が先天性風しん症候
群（難聴、心疾患、白内障など）を発症する可能性が
あります。妊娠中に予防接種を受けることはできませ
ん。早めに抗体検査を受け、抗体価を確認しましょう。
■対象者　⑴ 妊娠を希望する女性　⑵ ⑴の配偶者
　⑶ ＨＩ抗体価が16倍以下相当の妊婦の配偶者
※ただし、過去に風しん抗体検査を受けた人、明 
らかに風しんの予防接種歴がある人、検査で確
定診断を受けた風しんの既往歴がある人は対象
外となります。

■町内の実施医療機関　西島医院、葛巻病院
※町外の医療機関で受診を希望する人は、希望す
る医療機関にお問い合わせください。

■実施期間　平成27年３月末日まで
■実施方法　県風しん抗体検査申込書（医療機関に
備え付け）に記入の上、検査を受けてください。

■検査内容　問診、採血、検査、検査結果の判定
※詳しくは、受診を希望する各医療機関にお問い合
わせください。

を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
暑
い
日
に

は
無
理
を
せ
ず
休
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
屋
内
の
温
度
も
こ
ま
め
に
計
り
、

何
度
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
き
る
だ
け
室
内

温
度
は
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
エ
ア

コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
で
風
通
し
を
良
く
し

ま
し
ょ
う
。

③
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意

　

私
た
ち
の
体
は
、
暑
さ
に
慣
れ
る
ま
で

３
〜
４
日
必
要
な
た
め
、
急
に
暑
く
な
っ

た
日
や
久
し
ぶ
り
に
暑
い
環
境
の
中
で
活

動
し
た
場
合
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。
無
理
を
せ
ず
体
調
に
気
を
付
け
て
、

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　県では、健康づくりに関する施策に対し県民の意見を
反映させるため、県内に住所を有する人を対象に委員を
募集しています。
■応募できる人　(1) 20歳以上の人で、健康づくりの推
　進に熱意のある人　(2) 公務員及び保健・医療・福祉業
　務に従事していない人　(3) 盛岡市内で開催する会議
　に年１～２回程度出席できる人
■応募方法　応募書と作文（応募の動機について）を郵
　便、ＦＡＸまたは電子メールで提出してください。
　※応募書は健康福祉課にあります。
■応募期限　８月15日(金)
■応募書の提出先　県保健福祉部健康国保課
　〒020-8570  盛岡市内丸10番1号
　☎019-629-5468　FAX019-629-5474
　メールアドレス　AD0003@pref.iwate.jp
※不明な点については県担当課へお問い合わせください。

県健康いわて21プラン推進協議会委員募集

　町は、二戸市の児童発達支援センター「風」と連携し、
発達支援専門員による子どもの療育支援を行っています。
　発達支援専門員は、毎月１回、町内の保育所や児童館
を巡回し、言葉の遅れが気になる子どもや、日常生活の
面で何らかの不安がある子どもなどの様子を見守り、現
場の保育士や保護者にアドバイスを行っています。
　発達支援専門員は、家庭訪問により、個別に相談に応
じることもできますので、育児に悩んでいたり、子ども
の発達で気になることががある場合は、お気軽にご相談
ください。　　　　　問健康福祉課 ☎66-2111 内線159

子どもの発達が気になる人へ相談

　ひきこもりの原因は、ひきこもる状態や背景などさま
ざまあり、ご本人、ご家族は、どのようにしていけばい
いのか悩むことがあります。ひきこもりに対して、ご本
人、ご家族自身が楽になるための考え方や対応を学んで
みませんか。
■日時　７月29日(火)　13時30分～ 15時（受付13時～）
■会場　盛岡市保健所７階（盛岡市神明町3-29）
■内容　公開講座「家族の対応について」、講師＝そら
　をみた会　代表兼家族相談士　阿部直樹さん
■申込先　７月18日(金)までに電話またはＦＡＸによ
り　岩手県央保健所精神保健チーム（☎019-629-6574、
Ｆ　ＡＸ019-629-6579）へお申し込みください。

若者のひきこもりについて講座


